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第３回RFP　自動・自律型探査技術／課題解決型

建機全体で200kg以上の軽量化

軽量化による油圧ショベルの更なる性能向上へ

【研究概要】１tonクラス油圧ショベルの各部品を複合材（CFRP）を用いて設計・試作し、軽量化を実施。

CFRP製アーム
（実物）

CFRP製エンジンカバー
（実物）

CFRP製メインフレーム
（実物）

CFRP製ロアローラ
（実物）

CFRP製ブーム
（実物）

鉄製オリジナル油圧ショベル

遠隔操作およびアタッチメントの自動脱着可能な軽量建機システムの開発と実地検証
機関名：

プロジェクト概要

2017年11月～ 2020年10月

【目的】 【内容】

　近年地上では都市開発に伴う高層ビルの内装解体工
事等の需要増や災害現場に対応可能な建設機械の軽量
化や遠隔化、自動化が課題となっている。
　一方、月面拠点基地建設において使用される宇宙用
建設機械は地球上からの輸送コスト削減の為大型軽量
化や無人作業を可能とする操作の遠隔化、自動化がよ
り求められる。
　そこで、本研究では建設機械用部品を従来と異なる
素材で設計、試作し建設機械のサイズ、性能、機能を
維持した軽量化を図る他、建設機械の遠隔操作化、電
動化、機能の自動化など新たなシステムを設計、試作
し、将来の実用化を目指す。

①１tonクラス油圧ショベル用本体フレーム、走行部
品を軽量素材にて設計、試作、評価・操作性試験を
実施し、油圧ショベルの軽量化を図る。
②１tonクラス油圧ショベルを遠隔操作化、電動化に
よる走行、建設機械用アタッチメント脱着システム
の自動化を設計・試作し、性能評価試験を実施する。
③軽量素材にて油圧ショベル用バケットを設計、試
作、性能評価試験を実施し、油圧ショベルの軽量化
を図る。
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セル・サイクル工法（建築の省力化技術）

自律循環システム
（生活維持の省力化技術）

メンテナンス性向上による維持管理
の省力化
・ 内皮の脱着可能
・ 配線、配管の簡易交換

IoT活用型住宅
・ センサーコントロールによる生活
向上

・ センサーアラートによる管理

建築時、拡張時（増築等）の建設の
省力化
・ スケルトンの簡易・高速施工
・ 配線、配管の接合簡略化
・ リユース、増築技術の発展
・ 災害地、へき地での建設

エネルギー利用の最適化
・ エネルギー自立循環
・ 他インフラの自立型住宅

Ｆ１住宅（未来住宅）
2050年(仮)を見据えた未来住宅の提案

持続可能な住宅

持続可能な新たな住宅システムの構築
機関名：

プロジェクト概要

2017年10月～ 2020年9月

【目的】 【内容】

　柔軟な拡張や減築が可能となる構造物の工法技術、
ならびに専門性を有さない作業者による施工や生活者
による維持管理が容易となる新たな住宅システムを開
発する。
　構造体：容易に拡張・縮小・再配置できる建築構造
の考え方を新工法（セル・サイクル工法）として開発
する。
　システム：自律循環システムとインフラフリーへの
展開を視野に入れたエネルギー自立のためのシステ
ム、ならびに構造体の状態や生活に必要な様々な情報
をセンサー等でモニタリングし、安全性と快適性を継
続して担保することができる自律型エネルギー利用及
び維持メンテナンスシステムを開発する。
　宇宙への適用：建設地の環境要因、輸送要因、イン
フラ要因などの整理を行い、設計条件として整理する。

①未来住宅に係る調査：提案項目に係る技術開発項目
を具体化し展開するために、未来住宅のコンセプト
を作成しこれに係る適用技術を調査する。
②セル・サイクル工法：試行棟の建設および量産化に
向け、インタージョイントの研究開発を行う。
③自律型エネルギー利用及び維持メンテナンス：試行
棟の建設および量産化に向け、維持・メンテナンス
のためのIoT活用住宅システムを整理し、エネル
ギー自律システムについて検討する。
④設計条件の整理：施設設計のための基準案を整理す
るために、外的条件及び各種要求性能と性能基準に
ついて調査し整理する。 
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